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反応と 1 ， 2- ジピニルシクロドデカノールのオキシー Cope 転移反応により，これらの化合物を合成
した。
零価のニッケル触媒を用いてブタジエンを環状多量化すると，これまで知られていなかった。ブタ












2 H- アゼピンの 1 ， 11- ウンデカンジアミンへの水素化分解は 硫酸水溶液中 珊族の遷移金属触媒
により効率良く進行することを見出した。またこの反応において遷移金属触媒の活性と選択性に一定














11の末端ジアミンが得られること さらにN-置換アミノカプロン酸の Kolbe 電解により炭素鎖10の
末端ジアミンが得られることを見出している。この他，これらの反応の原料となるシクロヘキサノン
オキシムの合成法について，有機ヒドロペルオキシドによるアンモニアの部分酸化反応という新反応
も開発している。
ここに得られた知見は工業的プロセスとして活用されており 本論文は大環状化合物および長鎖ジ
アミンの合成化学に貢献するものであり，学位論文として価値あるものと認める。
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